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支出 （歳出）

支出項目 令和7年度 令和6年度

食費
（人件費） 64万円 60万円

医療費
（扶助費） 141万円 136万円

水道光熱費、日常品の購入
（物件費） 93万円 72万円

子どもの学費・仕送り
（補助費、繰出金） 103万円 92万円

家の増改築
（普通建設費、災害復旧費） 66万円 58万円

家電、車の修理
（維持補修費） 3万円 3万円

会社への出資
（投資、出資、貸付金） 1万円 1万円

ローン返済
（公債費） 24万円 22万円 

貯金など
（積立金） 22万円 18万円

合　計
（総額206億4,070万円） 516万円 463万円 

シメッチャ家の 家計簿家計簿

※町の一般会計総額を4,000 で割ったものになります。
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に例えてみました！に例えてみました！

令和7年度 一般会計 決算

　議長に就任して4回目となる決算審査を終えま
した。就任当初より、「決算審査は、予算審査以
上に重要」という考えで取り組んできました。
　事業の必要性や費用対効果を検証し、次の予
算や施策につなげる重要な機会です。
　これまで、適切かつ効率的な審査を目指し、
進め方や環境を見直してきました。
　その積み重ねにより、審査の質も高まったと感
じています。
　町民センター改修や小中学校体育館への空調
整備など、大型事業が形になる一方、地方債残
高は約9億円増加。
　 基 金(貯 金)は約81億円、地方債(借 金)は約
108億円です。
　必要な事業には地方債を活用し、将来への備
えとして基金も確保する。そのバランスが重要
です。
　また、黒字や税収増を、物価高騰への対応や
町民ニーズに応える施策として還元する視点も
必要です。
　「整備して終わり」ではな
く、成果を検証し、次の予
算、次のまちづくりへつな
げる。
　改めて、決算審査の重要
性を感じています。

丸山 卓嗣議長

住民サービスの充実へ 過去最大規模の決算

一般会計 214億 4,440万円 認定
全員賛成
可決

令和7年度一般会計
● 歳　　　入　214億4,440万円

● 歳　　　出　206億4,070万円

● 実質収支額　6億9,645万円の黒字を確保

● 町　　　税　�決 算 額　65億2,967万円 
前年度比　3億8,441万円　増

● 町税収納率　�99.36％（現年度）

● 国民健康保険税収納率　�92.79％（現年度）

　9月定例会は、9月4日から17日まで14日 間の会期で開かれました。議案10議案が上程され
議案10議案が可決。人事案件（教育委員会 委員1名、志免町選挙管理委員会委員4名及び同補
充員4名）９件に同意しました。一般質問は 2日間で5人が行いました。

しめ議会だより◦第118号（令和8年11月1日）しめ議会だより◦第118号（令和8年11月1日） 22



収入 （歳入）

収入項目 令和7年度 令和6年度

基本給与
（町税） 163万円 154万円

パート収入
（分担金・負担金など） 20万円 17万円

貯金の引き出し
（繰入金） 16万円 10万円

昨年からの繰越
（繰越金） 25万円 18万円

親からの仕送り
（地方交付税） 113万円 109万円

親からの特別な仕送り
（国・県支出金） 141万円 127万円

銀行からの借り入れ
（町債） 45万円 44万円

友人からのご祝儀
（寄付金） 12万円 10万円

合　計
（総額214億4,440万円） 536万円 488万円 

シメッチャ家の 家計簿家計簿

※町の一般会計総額を4,000 で割ったものになります。
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に例えてみました！に例えてみました！

令和7年度 一般会計 決算

世利 良末町長

住民サービスの充実へ 過去最大規模の決算

一般会計 214億 4,440万円 認定

基金（貯金）と地方債（借金）の状況
　● 基　金　81億7,642万円
　● 地方債　108億８,835万円
　　(うち臨時財政対策債　47億5,985万円)
　 　＊臨時財政対策債とは…�国からの地方公共団体に交付さ

れる地方交付税の財政不足を補
うために、地方公共団体が借金
をしてまかなう町債で後に地方
交付税として補填される

　● 実質収支比率　6.6％
　 　＊実質収支比率とは…�決算剰余または欠損の状況を財政

規模と比較したもの

　● 経常収支比率　88.8％
　 　＊経常収支比率とは…�財政構造の弾力性を示す指数で低

い方が望ましい

　● 財政力指数　0.71
　 　＊財政力指数とは…�財政力を判断する一般的な指数であ

る。指数が1.0に近づくほどに財政力
に余裕があるといえる

　令和7年度一般会計決算では、町税収入が前年
度を上回るなど歳入確保に努めるとともに、物価
高騰や社会保障関係経費の増加に対応しながら、
健全な財政運営を維持しました。一方で、経常収
支比率は88.8％となり、人件費や物件費の増加な
どにより財政運営を取り巻く環境は厳しさを増して
います。

　物価高騰対策では、国の重点支援地方創生臨
時交付金を活用し、「しめPay」の発行額増額や省
エネ家電購入促進事業を実施しました。また、こ
ども医療制度の拡充や学校給食費の無償化（令和
8年1～3月分）など、子育て支援の充実にも取り組
みました。

　さらに、小中学校体育館への空調設備整備や町
民センター大規模改修工事の完了により、教育環

境や公共施設機能の向上を図りま
した。今後も限られた財源を効果
的に活用し、持続可能なまちづく
りを推進してまいります。

9月
定例会

　9月定例会は、9月4日から17日まで14日 間の会期で開かれました。議案10議案が上程され
議案10議案が可決。人事案件（教育委員会 委員1名、志免町選挙管理委員会委員4名及び同補
充員4名）９件に同意しました。一般質問は 2日間で5人が行いました。
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決算委員会

7年度事業の
成果と効果を
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３ヵ年に及ぶ工事が完成！町民のつどいの拠点
令和7年度町民センター改修工事

13億889万円

◦総　額　　29億895万円
◦地方債　24億2,590万円　※地方債の一部は、のちに交付税措置される
◦実質町負担見込額　21億3,758万円

町民センター外観

町民センター改修中視察

サクラみらいホール

議会も工事経過を視察
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「のるーと志免」増車で利便性向上
オンデマンドバス運行事業

7,856万円

すべての小中学校体育館にエアコン設置完了
学校体育館空調機設置等事業
5億7,752万円

東小体育館 南小体育館

搬送ファン

室内機

◦オンデマンドバス運行負担金
� 3,925万円
※�運行費用から運賃収入額(453万円)を差し引
いた欠損額を町が負担

◦オンデマンドバス運行支援業務委託料

� 1,552万円
◦公用車購入費� 1,571万円
　※3台から5台に車両を追加

◦県補助金� 1,000万円
◦「空港周辺環境整備事業」に掛かる補助金　
� 628万円

議員 　�利用者の利便性向上のため一部車
両を循環バス方式にしては。

答弁 　�今後は都市計画や地域開発の進展
に合わせて公共交通体系全体の中
で検討する。

◦地方債　5億7,590万円　※地方債の一部は、のちに交付税措置される
◦その他　162万円
◦実質町負担見込額　1億7,413万円

エアコン整備で避難所機能向上と熱中症対策
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部活動地域移行の実証費
中学校部活動地域移行推進事業

967万円
両中学校から6つの部活動を選定し、休日（土・日・祝）
の活動を「学校部活動」から「地域部活動」への移行

議員 　会費の保護者負担はないのか。
答弁 　�現状では会費は求めない。

産後ケアサービスの拡充
産後ケアサービス委託料　368万円

産後ケア利用料の自己負担費用の助成で利用しやすく

スポーツでつながる、元気なまちへ
スポーツイベント(スポーツ

フェスタなど)開催事業　499万円
◦運営委託料　139万円

　　◦会場設営委託料　214万円

洋式化で気持ちよく
志免南保育園のトイレ
志免南保育園トイレ改修工事　792万円

改修後園児用トイレ改修前園児用トイレ

志免町商工会発行の
しめPayで町の商業を応援
商品券発行額� 1億7,994万円
販売額� 1億5,000万円

プレミアム分(20%)
県負担(10%)　1,497万円
町負担(10%)　1,497万円

ふるさと納税、選ばれるまちへ
寄付額　4億5,516万円
ふるさと納税推進事業　2億4,420万円

◦ふるさと納税事務代行委託料　1億9,288万円
　（返礼品を含む）
◦ポータルサイト利用料　5,094万円

議員 　�寄付額は増えているが、他自治体への
ふるさと納税額も増えている。

答弁 　�志免町も他自治体に負けないよう、よ
り魅力のある返礼品を開発する。

水鉛公民館完成
水鉛公民館新築工事　1億285万円

水鉛公民館

CO2削減の取組
省エネ家電購入促進補助　2,491万円（522件）
ECOチャレンジ応援事業　　149万円（573世帯）

地球温暖化対策を強化

脱炭素啓発イベント
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　初めて決算特別委員会副
委員長を拝命し、緊張しまし
たが、安河内委員長の下で委
員会中は大変有意義な時間
を過ごすことができました。
審査においては、町税や補助
金の使途や成果を議会で精
査することができました。
この経験を議員活動に活か
してこれからも頑張ってい
きます。

副委員長　野中 秀樹

　町議会議員になり4回目の決算委員
会をむかえ、この度は委員長を拝命し、
昨年の副委員長という立場より一段と
気を引き締めて臨みました。翌日の委
員会において活発な議論が行われるよ
う、毎晩決算書とにらめっこの日々で
した。今回はより深く、昨年度の町の
取り組みを振り返ることができ、自己
研鑽も深めることができました。この
経験を活かしこれからも、町民の皆様に
寄り添う議員であるよう努力し、今年度
も“町民生活のために”を基本とした財
政運営がなされるよう、行政と議会がと
もに手を携え精進してまいります。

委員長　安河内 祐子

決算特別委員会　正副委員長コメント

町の下水道の
安全を守るために

下水道築造工事(吉原地区)� 5,453万円
下水道管布設工事(向ヶ丘2丁目)� 1,253万円
マンホールポンプ工事� 2,122万円
下水道用マンホール鉄蓋取替工事(65箇所)� 2,255万円

快適な給食環境に
志免中学校給食棟空調機取替工事

2,255万円

生徒と給食調理員の熱中症予防と、快適な室内環境の確保

住民の窓口手続きの
利便性向上

ネットワーク及びシステム機器リース料
1億9,168万円

ネットワーク及びシステム改修業務委託料
1億6,030万円

シーメイト
屋上・屋根防水補修

屋上防水シート張替え・玄関ひさし補修工事
865万円

マンホールポンプ更新工事 室外機の改修後

屋上防水シート張替完了

吉原地区下水道築造工事 室外機の改修前

屋上防水シート張替の様子
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予算常任委員会は9月9日に集中審議し、すべての補正予算を可決しました。

令和8年度 一般会計補正予算
総額 191億7,253万円8,509万円を追加

全員賛成
可決

第5回 町議会（9月定例会）　一般会計補正予算

意見書

非核三原則の堅持を求める意見書
賛成者  大西、丸山（真）、藤瀬、小森、稲永（隆）、岩下、安河内、野中、佐藤、稻永（義）、荒牧
反対者  牟田口
　現在、安全保障関連３文書の改訂に向けた議論が与党内で開始されているが、非核三原則を将来に
わたって断固として堅持されるよう強く要請する。

  提出先  　●内閣総理大臣　　●外務大臣　　●衆議院議長　　●参議院議長

町のお金どうなった??（主なものを掲載）
歳入 普通交付税 �  2,941万円の減
歳出 �指定ごみ袋制作委託料 �  350万円の増 �

●中東情勢の悪化等により、製作単価が上昇したため、不足分を追加製作

第４回 町議会（臨時会）　令和8年7月13日

全員賛成
可決

  工事請負契約の締結  
志免町民体育館改修工事
	 一般競争入札 �  契約金額 8億9,211万円
	 ●株式会社飯田工務店
志免中学校給食棟空調機取替工事
	 指名競争入札 �  契約金額 6,006万円
	 ●株式会社エアーテック志免営業所

  財産の取得  
小型動力ポンプ積載車1台（第6分団配置）
	 指名競争入札 �  契約金額 1,474万円
	 ●愛知ポンプ工業株式会社

令和8年度 一般会計補正予算　　　711万円を追加 � 総額 190億8,744万円
歳入 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 �  1,850万円
			   ●一部を小学校給食費の財源に充てるもの
歳出 �商品券事業補助金 �  500万円
			   ●商工会支援事業・しめpayの発行額増額
　　　がん検診等事業 �  211万円
			   ● �大腸がん検診の受診率向上を目的に、志免町在住の40歳から69歳までの約1万9,000人を対象に受診

奨励ハガキを郵送

全員賛成
可決

全員賛成
可決

全員賛成
可決

全員賛成
可決

賛成多数
可決
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条例の制定

志免町の町長・議員の電子投票を行うための条例の制定
　�志免町の議会議員及び長の選挙において、電磁的記録式投票機を用いた投票（電子投票）
を実施することができるよう、必要な事項を定めるもの。

賛成者  大西、丸山（真）、牟田口、藤瀬、小森、稲永（隆）、岩下、佐藤、荒牧
反対者  安河内、野中、稻永（義）

電子投票の導入は、開票作業の負担を減らす一方、システム費や投票所の人員増により
選挙費用の増加が見込まれ、その上高齢者や障がい者への対応、安全性の懸念など課題
が多いと思います。今後検討は必要だと思うが、時期尚早と考えるため議案に反対します。

今の紙投票は、今後改善されてゆくべきだとは感じていますが、来春の統一地方選挙導
入には時期尚早と考え反対します。

電子投票は、無効票の防止や投票・開票の負担軽減などが期待されます。一方、議決前に
実施が決まったかのような報道が先行したことは大変遺憾です。議会との信頼関係を大
切にし、安全性・信頼性・公平性を確保するとともに、投票しやすい環境づくりと主権者教
育の充実を求めます。

選挙事務に従事する選挙管理委員及び職
員の負担が大幅に軽減されます。
開票作業は40人程の職員で約4時間かか
りますが、電子投票を導入した他自治体の
選挙では、10人程の人員で約1時間と聞い
ています。

電子投票は、選挙事務や開票時間の短縮だ
けでなく、紙投票で生じる誤字脱字や「頑
張ってください」などの記載による無効票
を減らすことができます。支持する候補
者への一票を有効票として反映でき、公平
性の向上にもつながるため、賛成します。

反対討論
安河内

賛成討論
藤 瀬

賛成討論
稲永(隆)

賛成討論
荒 牧

反対討論
野 中

条例の改正

性暴力防止対策や保育体制の充実を図るための条例の改正
�1	子どもへの性暴力防止
	 �教育・保育等を提供する事業者に対し、従事者による児童に対しての性暴力の	
防止・児童対象に従事する者の犯罪事実確認等の実施が義務付けされる。

�2	家庭的保育者の範囲の拡大
	 �福岡県の地域限定保育士を家庭的保育者の資格に追加。
3	理学療法士等のみなし保育士化
	 一定の要件を満たす専門職を1人に限り保育士とみなすことができるようになる。
4	職員の配置基準の経過措置を改正
	 �職員の配置基準を、満3歳以上満４歳未満は20人に1人から15人に1人に改正され、
経過措置が当分の間となっていたが、今回、令和10年3月31日までに改正された。

全員賛成
可決

主な
改正事項

は4点 

賛成多数
可決

タブレットによる投票イメージ
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先
進
地
の
歴
史
資
料
館
2
施
設
を
視
察

　
7
月
17
日
、
今
後
の
参
考
と
す
る
た
め
に
、
宮
若
市
石
炭
記
念
館
と
鞍
手

町
歴
史
民
俗
博
物
館
を
視
察
し
た
。

　
宮
若
市
石
炭
記
念
館
は
、
旧
小
学
校
を
活
用
し
た
施
設
で
、
石
炭
産
業
や

地
域
の
歴
史
に
関
す
る
資
料
を
保
存・
展
示
し
、
学
習
や
研
究
の
場
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
た
。
課
題
は
施
設
の
老
朽
化
や
若
年
層
へ
の
周
知
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　
鞍
手
町
歴
史
民
俗
博
物
館
は
、
令
和
7
年
5
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
。
展
示
で
は
、
炭
鉱
の
歴
史
や
採
掘
の
様
子
を
後
世
に
伝
え
る
取
組
み
が

行
わ
れ
る
と
と
も
に
、地
域
の
暮
ら
し
や
文
化
を
学
ぶ
内
容
に
な
っ
て
い
た
。

　

両
施
設
と
も
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
保
存・
継
承
す
る
と
と
も
に
、
学

び
や
交
流
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
。
資
料
の
収
集・
保
存
か
ら
展
示
、

情
報
発
信
ま
で
様
々
な
工
夫
が
さ
れ
て
お
り
、大
変
参
考
に
な
っ
た
。

活
発
な
意
見
交
換

　
8
月
3
日
は
、
意
見
交
換
を
行
い
、
委
員
か
ら
は
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
を
は
じ
め
、
町
民
が
地
域
の
歴
史
を
知
り
、
郷
土
へ
の
誇
り
を
育
む
こ
と

は
重
要
で
あ
り
、
歴
史
資
料
館
は
世
代
を
超
え
た
交
流
や
学
び
の
場
と
し
て

必
要
と
の
意
見
が
出
た
。

　
9
月
1
日
は
、
ま
ち
の
魅
力
推
進
課
よ
り
、
6
月
1
日
の
町
長
の
答
弁
以

降
の
現
況
の
報
告
を
受
け
た
。
担
当
課
と
し
て
文
化
財
の
数
量
や
展
示
内
容
、

候
補
地
等
の
調
査
を
進
め
、
町
長
に
示
す
た
め
の
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
い
る

と
の
こ
と
。

委
員
会
よ
り

　
町
長
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
、早
期
に（
仮
称
）歴
史
資
料
館
開

設
の
方
向
性
を
示
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
要
請
し
た
。

歴
史
資
料
館
の
開
設
を
前
提
に
、

�

視
察
と
活
発
な
意
見
交
換

総務文教常任委員会 開催日　7月17日、8月3日、9月1日

鞍手町歴史民俗博物館 館内視察鞍手町歴史民俗博物館にて

宮若市石炭記念館視察 宮若市石炭記念館にて
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利
用
者
の
声
を
活
か
し
た
地
域
公
共
交
通
を

目
指
し
て

　
8
月
21
日
、委
員
会
で
は
、「
何
を
、い
つ
ま
で
に
検
討
し
、

い
つ
方
向
性
を
示
す
の
か
」を
明
確
に
し
た
取
組
み
が
必
要

で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、日
頃
の
議
員
活
動
を
通
じ
て
寄

せ
ら
れ
た
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
踏
ま
え
、「
の
る
ー
と
志

免
」の
さ
ら
な
る
利
便
性
向
上
に
向
け
て
、次
の
項
目
に
つ

い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　
◦�

休
日
や
イ
ベ
ン
ト
時
の
運
行

　
◦
運
行
時
間
の
延
長

　
◦
ア
プ
リ
の
利
便
性
向
上

　
◦
バ
ス
停
名
称
の
見
直
し

　
町
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
地
域
公
共
交
通
と
し
て「
の

る
ー
と
志
免
」が
導
入
か
ら
2
年
が
経
過
し
た
。
町
民
の

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
地
域
交
通
と
し
て
運
行
さ
れ
て
い
る
か

を
確
認
す
る
た
め
、利
用
状
況
や
課
題
、今
後
の
展
望
に
つ

い
て
調
査
を
行
っ
た
。

利
用
者
増
加
に
対
応
し
車
両
を
増
加

　
7
月
21
日
、都
市
整
備
課
よ
り
令
和
8
年
6
月
時
点
の
登

録
者
数
が
４
，
９
７
１
人
、1
日
平
均
利
用
者
数
が
1
4
6

人
と
な
り
、車
両
を
3
台
か
ら
5
台
へ
増
車
し
た
こ
と
で
予

約
対
応
件
数
や
利
用
者
数
が
増
加
す
る
な
ど
、サ
ー
ビ
ス
の

定
着
が
進
ん
で
い
る
と
の
報
告
を
受
け
た
。

　
◦
空
港
や
他
自
治
体
と
の
接
続

　
◦
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
の
改
善

　
◦
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
推
進

委
員
会
よ
り

　
現
状
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、町
民
の

利
便
性
向
上
と
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
充
実
に
向
け
、
引
き
続
き
調
査・
研

究
を
進
め
る
。
今
後
も
利
用
者
の
声
を

大
切
に
し
な
が
ら
、「
の
る
ー
と
志
免
」が

よ
り
利
用
し
や
す
い
地
域
公
共
交
通
と

な
る
よ
う
、具
体
的
な
提
言
に
つ
な
げ
て

い
く
。

委
員
会
の
質
疑
応
答

Q�
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
電
力
へ
の

切
替
え
は
、
な
ぜ
排
出
量
削
減
に
つ
な

が
る
の
か
？

A�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
電
力
は
、

発
電
時
に
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な
い

電
源
で
あ
り
、
排
出
係
数
を
低
減
ま
た

は
ゼ
ロ
に
で
き
る
た
め
、
直
接
的
な
削

減
に
寄
与
す
る
。

Q�

町
内
事
業
者
や
中
小
企
業
と
の
連
携
、

独
自
の
支
援
策
の
現
状
は
？

A�

包
括
連
携
協
定
締
結
企
業
と
の
協
力
は

進
ん
で
い
る
が
、
町
内
中
小
企
業
と
の

連
携
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
他
自
治

体
の
事
例
も
参
考
に
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催

や
情
報
提
供
を
検
討
し
た
い
。
町
独
自

の
省
エ
ネ
支
援
に
つ
い
て
も
今
後
の
課

題
と
し
て
い
る
。

Q�

E
C
O
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
の
参
加
状
況

は
？

A�

参
加
率
は
糟
屋
地
区
の
中
で
も
高
い
水

準
で
推
移
し
て
い
る
。

　

委
員
会
よ
り

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
は

「
行
政
に
よ
る
大
規
模
施
設
で
の
率
先
し

た
取
組
」と「
町
民・事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

の
き
め
細
か
な
支
援
」の
連
携
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
実
効
性
の

あ
る
施
策
を
加
速
さ
せ
る
よ
う
要
請
を

行
っ
た
。

厚生建設常任委員会

も
っ
と
便
利
に
！
「
の
る
ー
と
志
免
」
の
さ
ら
な
る
利
便
性
向
上
を
目
指
し
て

開催日　7月21日、8月21日、9月1日

利用者数・１日平均利用者数

「のるーと志免」の車内

厚生建設常任委員会の様子

増車前後実績値比較
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視察受け入れ　●宮城県加美町議会
視察内容 『議会PR動画を活かした取り組みについて』
　議会改革や、議会をより身近に感じてもらうためのPR動画の取組みの
説明を行った後、それぞれの議会における取り組みや課題について、活発
な意見交換・情報交換を行い、交流を深めることができた。

議員報酬のあり方について
　議員の活動実態、町民の皆さまのご意見、さらに有識者の見解を総合的
に検討し、12月を目途に提言する予定

イベント出展について
　11月1日に開催される商工まつりに、議会ブースを出展
する。
　ご来場の皆さまを対象としたアンケート調査や相談窓口
を設け、町民の皆さまの声を直接お聴きし、今後の議会活動
に反映していく。
　あわせて、議会ブースをより分かりやすく、親しみやすい
ものとするため、インタビューボードやのぼりの作成につ
いても協議を行った。

令和8年 第5回 定例会（9月議会）
　会期は9月4日から17日までの14日間とする。
　一般質問は5名。また議案付託は10議案。請願、陳情、意見書につ
いては、最終日に「非核三原則の堅持を求める意見書（案）」が提出され
る。人事案件は教育委員会委員の任命1件、志免町選挙管理委員会委
員4件及び同補充員4件も最終日に提案される。

議会防災訓練の実施
　9月1日に委員会審査中の避難行動として、委員会室からの避難訓練
を実施することに決定した。

クールビズ実施
　定例会でのクールビズとして、68ポロシャツ、議会ポロシャツ等の
着用日を決定した。

委員会室からの避難訓練

68ポロシャツを着用

議会運営委員会 開催日　7月28日、8月31日

視察受け入れ　●長崎県長与町議会
視察内容 『議会活動に係る広報及び広聴活動について』
　議会広報の編集方針、発行時の申し合わせ事項、制作マニュア
ルの説明とあわせてSNSを活用した情報の発信や運用要綱等の説
明を行った。最後に、質疑応答や委員会活動の状況など活発な意
見交換・情報交換を行い、両議会の交流を深めることができた。

長与町議会のみなさんと

議会広報常任委員会 開催日　7月27日

加美町議会のみなさんと

「インタビューボード」と「のぼり」

議会改革特別委員会 開催日　7月14日、9月1日
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７月13日「シーメイトの在り方に関する提言
書」を町長へ提出
(委員会活動期間：約3年間・計16回の委員会を実施)
【審議内容：委員会のまとめ】
1.	提言書について
	 7月13日、町長へ提出したことを報告
2.	今後の予定について
	 9月議会を区切りとし、解散することを決定。
	� しかし、シーメイトに関する事業は、町の将来にとって非常

に重要であり、多くの町民の皆様から、大きな期待が寄せら
れていることを踏まえ、議会としても今後も注視していくこ
とを決定

「シーメイト在り方に関する提言書」を提出

シーメイト委員会設置の経緯と目的
①�建築から20年を経過したシーメイトについて、多

様化する社会情勢や町民ニーズの変化を踏まえ再
検討・再確認する時期に来ていると考えるため。

②�シーメイト周辺には、竪坑櫓やボタ山といった志免
町を象徴する歴史資源に加え、多目的広場やグラン
ド等の施設も隣接しており、スポーツ・文化・歴史を
含めた広域的かつ複合的な機能を有するエリアと
なる「町のランドマーク」として町民に親しまれ、交
流人口の創出や地域活性化への寄与と経済的に持続可能な施設運営へと発展させることが大切と考える
ため。

③�施設の持つ役割や将来的な方向性を踏まえれば現在の所轄体制・担当課の在り方についてや指定管理者
制度の導入も含めた民間活力の活用を協議・検討する必要があると考えるため。

シーメイト調査研究特別委員会 開催日　9月1日

シーメイト調査特別委員会のあゆみ
令和5年12月	 ・�シーメイト調査研究特別委員会を設置
	 ・�シーメイトに関し、現状確認のためアンケート調査

を開始
	 ・性別や世代の偏りがないようにアンケート調査。
	 　結果2,072名もの多くの回答・声を得ることができた。
	 　＊�この調査結果は、各議員が日々の活動の中で地道

に足を運び、取り組んだ成果である
令和7年5月～６月	・�2,072名からいただいたアンケートの分類・分析を開始
	 　主な項目：�利用の有無・回数・目的、居住地、来館の交

通手段、シーメイトに期待すること
令和8年6月	 ・�アンケートの分析をうけ、提言書（素案）を作成し、計

10回の議員間討議を経て、委員会として意見をまと
め、提言書完成

令和8年7月13日	 ・「シーメイトの在り方に関する提言書」を町長へ提出
令和8年9月	 ・�今議会をもって解散

シーメイトに関するアンケート

シーメイトの施設改善提案書（案）
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問 

避
難
所
ご
と
に
収
容
人
数
や
空
調
設

備
、
非
常
用
電
源
、
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
、
災
害

用
ト
イ
レ
、備
蓄
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
、ペ
ッ

ト
避
難
の
可
な
ど
、
一
覧
で
確
認
が
で

き
る
避
難
所
詳
細
マ
ッ
プ
な
ど
整
備
を

し
た
ら
ど
う
か
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
、
町
民
が
平

時
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
に
で
き
な
い

か
。

答 

今
後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

問 

令
和
2
年
7
月
豪
雨
の
際
に
も

熊
本・
球
磨
村
を
訪
れ
、
防
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
。
そ
し
て
、

今
回
も
熊
本
地
震
の
被
災
地
に
も
入

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し

た
。
熊
本
地
震
を
町
長
は
ど
の
よ
う

に
感
じ
て
い
る
の
か
。

答 

志
免
町
に
置
き
換
え
て
、
災
害
が

い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
。
し
っ

か
り
と
志
免
町
と
し
て
も
対
応
を
し

て
い
き
た
い
。

問 

本
町
の
計
画
が
本
当
に
機
能
す
る
の

か
検
証
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
今
回
の

熊
本
地
震
を
一
つ
の
教
訓
と
し
て
、
地

域
防
災
計
画
や
避
難
所
運
用
体
制
に
つ

い
て
改
め
て
点
検
や
検
証
を
町
長
は
指

示
し
た
の
か
。

答 

地
域
防
災
計
画
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
今

後
見
直
し
を
予
定
し
て
い
る
。

問 

学
校
体
育
館
の
空
調
の
設
備
が
整
備

さ
れ
て
、
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
の

こ
と
も
踏
ま
え
、
ト
イ
レ
カ
ー
の
導
入

を
検
討
す
る
考
え
は
。

答 

ト
イ
レ
カ
ー
は
非
常
に
大
事
だ
と
思

う
。
庁
舎
の
改
修
計
画
で
保
管
場
所
を

し
っ
か
り
確
保
で
き
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
ト
イ
レ
カ
ー
は
必
要
だ
と
思
っ
て

い
る
。
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

問 

大
規
模
地
震
で
は
停
電
と
通
信
障
害

が
発
生
す
る
こ
と
も
想
定
を
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
指
定
避
難
所
の

藤ふ
じ

瀬せ 

康や
す

司し 

議
員

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

ズバリ

町
政
を
問
う
！

14P-15P

藤瀬 康司 議員
① 本町の防災体制について

安河内 祐子 議員
① さらなる災害対策の強化を提案する

16P-17P

丸山 真智子 議員
① 自助・公助・共助の強化が重要

小森 弘美 議員
① 見守り活動者の安全確保を
② 搾乳環境整備と利便性向上

大西 勇 議員
① 「平成の森公園」の保存活用
② 地域貢献を評価する入札制度

◦	�一般質問とは議員が町政全般（一般
事務・事務の執行状況・将来に対す
る方針など）について、町長など執
行機関の考えを議員個人として問
いただすことです。

	 �質問の内容は事前に通告し、持ち時
間30分の範囲内で※1問1答で行い
ます。

	 ※�質疑、答弁を理解するまで繰り返
す方法

◦	�会議録に基づき議員個々の自由編
集で掲載しております。詳細は会
議録（HP・図書館・各公民館に置く）
をご参照ください。掲載は質問順
としています。
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な
る
が
、そ
の
後
は
仮
設
住
宅
な
ど
を
速

や
か
に
建
て
る
。
そ
れ
が
十
分
に
供
給

で
き
な
い
場
合
は
、
広
域
的
な
支
援
を

い
た
だ
く
必
要
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

問 

地
域
住
民
の
協
力
体
制
こ
そ
が
一
番

大
切
。
具
体
的
取
り
組
み
は
。

答 

ま
ず
は
自
助
に
努
め
て
い
た
だ
く

こ
と
が
大
事
だ
が
、
限
界
が
あ
る
の
で

共
助
の
一
番
の
活
動
母
体
で
あ
る
、
自

主
防
災
組
織
の
活
動
に
対
し
て
の
色
々

な
支
援
を
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て

行
っ
て
い
き
た
い
。

Ｗ
ｉ
︲
Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
は
。

答 

指
定
避
難
所
44
か
所
の
う
ち
計
24
か

所
は
Ｗ
ｉ
︲
Ｆ
ｉ
環
境
が
整
備
さ
れ
て

い
る
。

問 

残
り
20
か
所
の
公
民
館
長
へ
Ｗ
ｉ
︲

Ｆ
ｉ
導
入
の
声
掛
け
は
し
て
い
る
の
か
。

答 

公
民
館
の
ほ
う
に
働
き
か
け
は
行
っ

て
い
な
い
。
交
付
金
を
交
付
し
て
設
置

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

問 

町
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
整

備
、改
善
、改
良
は
進
ん
で
い
る
か
。

答 

整
備
は
順
次
進
ん
で
い
る
。

問 

前
年
度
、
重
点
的
に
行
わ
れ
た
道

路
冠
水
対
策
は
。

答 

計
画
に
沿
い
、
特
に
効
果
が
大
き

い
で
あ
ろ
う
箇
所
か
ら
対
策
を
行
っ

て
い
る
。
例
え
ば
東
公
園
台
や
志
免

城
戸
、志
免
中
央
付
近
等
。

問 

町
が
行
っ
て
い
る
防
災
出
前
講
座

等
に
よ
り
、
住
民
の
防
災
意
識
に
対

し
て
向
上
は
み
ら
れ
る
か
。

答 

年
々
防
災
出
前
講
座
の
参
加
人

数
も
増
加
し
て
お
り
、
ま
た
小
学
5

年
生
で
総
合
的
学
習
の
時
間
に
学
び
、

幅
広
い
世
代
の
方
々
の
防
災
意
識
は

向
上
し
て
い
る
と
考
え
る
。

問 

道
路
冠
水
に
よ
る
被
災
車
両
の
移
動

に
対
し
、町
の
対
策
は
。

答 

災
害
対
策
基
本
法
の
も
と
、
警
察
と

連
携
し
て
行
う
。

問 

議
会
か
ら
以
前
も
一
般
質
問
し
た
建

物
耐
震
診
断
の
普
及
と
実
績
は
。

答 
広
報
活
動
に
努
め
て
い
る
が
、
本
年

度
は
現
在
ま
で
に
4
件
の
実
施
。

問 

耐
震
化
推
進
へ
の
対
策
は
。

答 

耐
震
化
改
修
や
、
古
い
住
宅
の
建
て

替
え
や
除
却
に
も
補
助
金
を
出
す
取
組

み
も
行
っ
た
と
こ
ろ
、
今
年
度
予
算
は

全
て
な
く
な
り
終
了
し
た
。

問 

そ
れ
だ
け
多
く
の
必
要
と
さ
れ
る
町

民
の
希
望
が
あ
る
よ
う
な
の
で
、
町
長
、

来
年
度
は
補
助
金
を
ア
ッ
プ
し
、
よ
り

耐
震
化
を
進
め
、
防
災
減
災
に
つ
な
げ

活
用
も
そ
の
目
的
の
一
つ
だ
と
さ
れ
て

い
る
。
停
電
時
も
利
用
は
可
能
か
。

答 

自
立
型
発
電
機
能
を
備
え
た
ガ
ス
空

調
設
備
を
導
入
し
て
お
り
、
停
電
時
に

お
い
て
も
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
。

問 

携
帯
ト
イ
レ
や
簡
易
ト
イ
レ
を
備
蓄

す
る
こ
と
も
当
然
だ
が
、
必
要
な
場
所

へ
移
動
し
て
使
用
で
き
る
ト
イ
レ
カ
ー

も
有
効
的
な
災
害
対
策
の
一
つ
。
ト
イ

レ
車
両
が
被
災
地
支
援
に
活
用
さ
れ
た

て
も
ら
い
た
い
と
思
う
が
。

答 

こ
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り

ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問 

災
害
時
、
土
砂
や
家
財
な
ど
の
災
害

ご
み
の
置
き
場
に
つ
い
て
は
。

答 

災
害
ご
み
仮
置
き
場
を
設
置
す
る
。

問 

充
分
足
り
る
の
か
。

答 

町
だ
け
で
足
り
な
い
際
に
は
、他
の
自

治
体
と
も
連
携
を
視
野
に
い
れ
て
考
え
る
。

問 

建
物
被
災
後

の
、
町
民
の
居
住

に
対
す
る
町
の

考
え
は
。

答 

当
初
は
体
育

館
や
公
民
館
な

ど
が
避
難
所
に

本町の防災体制についてさらなる災害対策の
強化を提案する

町長  しっかりと対策して 
いきたい

町長  災害対応強化 
に終わりはない

安や
す

河こ
う

内ち 

祐ゆ
う

子こ 

議
員

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

トイレカーのイメージ

熊本震災で倒壊した家

過去志免町で起きた災害
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に
接
続
す

る
配
水
管

に
対
し
耐

震
化
を
進

め
て
い
る
。

問 

千
葉
豪
雨
で
は
、
道
路
冠
水
で
、
車

が
動
け
な
く
な
っ
た
。
志
免
町
で
は
対

策
は
で
き
る
の
か
。

答 

通
行
に
支
障
が
あ
る
場
合
は
、
警
察

と
連
携
し
通
行
止
め
等
を
実
施
す
る
。

問 

自
主
防
災
組
織
が
始
ま
っ
た
時
、
防

災
備
品
な
ど
が
配
布
さ
れ
て
い
る
が
、

時
間
が
経
っ
て
い
る
の
で
現
状
把
握
が

必
要
で
は
な
い
の
か
。

答 

現
状
把
握
は
必
要
と
思
う
。

•�

不
要
衣
料
の
回
収
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

を
隣
接
し
て
配
置
す
る
な
ど
利
便
性
を

高
め
る
レ
イ
ア
ウ
ト
を
検
討
し
て
み
て

は
い
か
が
か
。

答 

今
後
設
計
段
階
で
検
討
し
て
い
く
。

問 

地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
酷

暑
が
連
日
続
く
中
、
地
域
の
方
や
高

齢
者
の
方
々
が
登
下
校
の
安
全
を
守

る
た
め
に
街
頭
に
立
ち
続
け
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
。
見
守
り
活
動
者
に
お

け
る
熱
中
症
に
対
す
る
安
全
管
理
基

準
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
整
備
は
で

き
て
い
る
か
。

答 

各
自
熱
中
症
対
策
を
行
う
と
と
も

に
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
活
動
い
た

だ
い
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

文
科
省
の
登
下
校
の
見
守
り
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
参
考
に
し
、
学
校
運
営
協
議

会
、
学
校
、
地
域
と
の
連
携
の
場
を
通
し

て
情
報
の
共
有
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問 

見
守
り
活
動
中
に
熱
中
症
で
倒
れ
た

場
合
の
保
証
制
度
の
整
備
は
。

答 

町
内
会
等
が
実
施
し
て
い
る
見
守
り

活
動
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
活
動
保
険

が
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
る
。

答 

先
進
自
治
体
の
事
例
も
参
考
に
し
研

究
し
て
い
く
。

町
長 
改
修
に
合
わ
せ
十
分

に
検
討
す
る

搾
乳
環
境
整
備
と
利
便
性

向
上

問 

志
免
町
庁
舎
大
規
模
改
修
に
お
い
て

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
は
ど

丸ま
る

山や
ま 

真ま

智ち

子こ 

議
員

小こ

森も
り 

弘ひ
ろ

美み 

議
員

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

問 

令
和
8
年
熊
本
地
震
、
千
葉
豪
雨

な
ど
災
害
が
続
い
て
い
る
。
行
政
だ

け
で
な
く
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

ど
う
備
え
る
か
対
策
に
つ
い
て
質
問

す
る
。

　

熊
本
地
震
被
災
地
の
避
難
所
の
報

道
を
見
る
と
、
雑
魚
寝
状
態
が
映
し

出
さ
れ
て
い
た
。
志
免
町
で
避
難
し

た
場
合
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
れ
る

の
か
。

答 

各
避
難
所
に
は
テ
ン
ト
や
ベ
ッ
ド

を
備
え
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
レ

イ
ア
ウ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

問 

住
宅
の
除
却
費
が
令
和
8
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
が
、
耐
震
化
補
助
率
を
上
げ
、

補
助
総
額
も
上
げ
る
べ
き
で
は
。

答 

町
民
の
意
見
を
踏
ま
え
、
耐
震
改
修

補
助
に
加
え
、
建
て
替
え
等
に
伴
う
除

却
工
事
補
助
を
新
設
し
た
ら
、
既
に
4

件
あ
る
。
今
後
、総
額
は
検
証
す
る
。

問 

災
害
時
の
食
は
と
て
も
大
事
。
災
害

関
連
死
に
も
つ
な
が
る
。
町
が
備
蓄
品

と
し
て
備
え
る
の
も
大
事
だ
が
、
備
え

な
い
防
災「
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
」と
し
て
、

暮
ら
し
の
中
に
も
し
も
の
備
え
を
組
み

込
ん
で
お
く
考
え
方
が
あ
る
。
例
え
ば
、

ポ
リ
袋
を
用
意
し
て
お
け
ば
ご
飯
が
で

き
る
。
自
助・
共
助
に
つ
な
が
る
防
災
食

講
座
を
町
が
主
体
的
に
実
施
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
自
主
防

災
組
織
に
案
内
を
し

て
欲
し
い
。

答 

い
ろ
い
ろ
な
や

り
方
は
あ
る
が
、
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
と

し
て
は
可
能
。

問 

生
活
に
欠
か
せ
な
い
イ
ン
フ
ラ
で
あ

る
水
道
施
設
の
貯
水
、
浄
水
、
配
水
施

設
の
耐
震
化
は
進
ん
で
い
る
の
か
。
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
耐
震
化
を
進
め
る
と

な
っ
て
い
る
。

答 

貯
水
施
設
は
1
か
所
で
耐
震
化
率
は

0
%
、
浄
水
施
設
は
1
0
0
%
、
配
水
池

は
46
%
。
耐
震
化
は
、
耐
用
年
数
が
あ

る
の
で
施
設
の
更
新
時
に
行
う
。

問 

管
路
の
耐
震
化
は
、
災
害
拠
点
病
院

や
避
難
所
の
重
要
施
設
へ
つ
な
が
る
管

路
を
優
先
的
に
強
化
す
べ
き
だ
が
志
免

町
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

基
幹
管
路
の
耐
震
適
合
率
は
。

答 

基
幹
管
路
の
耐
震
適
合
率
は
81・

9
%
。
重
要
施
設
へ
の
管
路
の
耐
震
化

は
福
祉
避
難
所
で
も
あ
る
シ
ー
メ
イ
ト

自助・公助・共助
の強化が重要

町長  共助は地域で 
顔の見れる関係を

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

防災食

防災食講座

配水管の耐震化
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の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
か
。

答 

重
要
な
要
素
と
位
置
付
け
る
。

問 

今
回
の
改
修
に
お
い
て
、
搾
乳
が
で

き
る
環
境
整
備
の
検
討
は
さ
れ
る
の
か
。

答 

庁
舎
の
改
修
に
合
わ
せ
て
十
分
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問 

子
育
て
世
代
が
庁
舎
を
利
用
す
る
時
、

授
乳
室
、
搾
乳
室
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ト
イ
レ

問 

A
I
見
守
り
カ
メ
ラ
や
通
学
路
防
犯

カ
メ
ラ
の
導
入
は
考
え
て
い
る
か
。

答 

検
討
は
し
て
い
な
い
。

問 

国
や
県
に
は
、
I
C
T
を
活
用
し
た

子
ど
も
の
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

支
援
制
度
も
あ
る
。
福
岡
市
は
、「
オ
ッ

タ
バ
イ
」と
い
う
I
ｏ
T
を
使
っ
た
見
守

り
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て
い
る
。
志
免

町
で
も
検
討
で
き
な
い
か
。

問 

平
成
の
森
公
園
は
豊
か
な
自
然
に

加
え
御
手
水
の
滝
、
十
三
番
札
所
お

堂
石
仏
、
松
ノ
尾
古
墳
、
大
日
如
来
と

刻
ま
れ
た
石
碑
と
そ
こ
に
吉
原
の
若

衆
24
人
が
建
立
と
彫
っ
て
あ
る
。
つ

ま
り
約
6
7
0
年
前
に
吉
原
村
に
若

衆
と
言
う
自
治
組
織
が
あ
っ
た
と
い

う
事
。
一
方
、
滝
周
辺
の
お
堂
や
石

仏
等
は
、
所
有
者
が
不
明
で
あ
り
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
こ
こ
は
町
の

大
事
な
文
化
資
源
と
し
て
積
極
的
に

保
存
に
関
わ
っ
て
い
く
べ
き
だ
と

思
っ
て
い
る
が
。

答 

今
後
、
吉
原
の
方
に
お
尋
ね
し
協
議

検
討
し
て
行
き
た
い
。

問 

公
園
に
は
、
か
つ
て
数
百
匹
の
ホ
タ

ル
が
森
の
中
を
飛
び
回
る
幻
想
的
な
風

景
だ
っ
た
。
し
か
し
、
年
々
減
少
し
今

年
は
特
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の

ま
ま
で
は
蛍
が
消
え
る
の
で
は
と
心
配

し
て
い
る
。
そ
こ
で
蛍
の
餌
に
な
る
カ

問 

地
元
の
業
者
は
、
町
の
道
路
や
水
道
、

電
気
、
施
設
な
ど
の
整
備
に
関
わ
る
だ

け
で
は
な
く
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
行
政
と
連
携
し
て
復
旧
活
動
を

行
い
地
域
の
安
全
を
守
っ
て
い
る
公
共

工
事
は
、
町
民
の
大
切
な
税
金
を
使
っ

て
行
わ
れ
る
事
業
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

価
格
は
抑
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
価
格
だ
け
を
追
求
す
る
こ

と
で
地
元
の
企
業
が
疲
弊
し
災
害
時
に

地
域
を
支
え
る
力
が
失
わ
れ
て
し
ま
え

ば
結
果
、町
の
大
き
な
損
失
に
な
る
。

　

反
対
に
地
域
業
者
を
大
切
に
評
価
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
地
域
経
済
の
活
性

化
や
災
害
時
の
地
域
力
に
も
つ
な
が
る

た
め
、
地
域
貢
献
度
を
加
え
た
総
合
評

価
落
札
方
式
制
度
の
導
入
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

答 

し
っ
か
り
調
査
研
究
を
し
て
行
く
。

ワ
ニ
ナ
の
生
息
環
境
の
改
善
と
、
学
校・

地
域・
行
政
が
連
携
し
、
教
育
の
一
環
と

し
て
子
ど
も
た
ち
が
自
然
や
歴
史
を
学

び
な
が
ら
公
園
を
守
っ
て
い
く
と
い
う

仕
組
み
を
作
る
事
が
大
事
だ
が
。

答 

今
後
、
地
域
と
行
政
と
学
校
が
一
緒

に
な
っ
て
保
存
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。

町
長 
し
っ
か
り
調
査
研
究

し
て
い
く

地
域
貢
献
を
評
価
す
る

入
札
制
度

「平成の森公園」
の保存活用

町長  地域と行政一体 
となり取り組む

大お
お

西に
し 

勇い
さ
む 

議
員

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

見守り活動者の安全確保を

町長  先進自治体の 
事例を研究

朝の見守りの様子

子育て世代が利用しやすいレイアウト

御手水の滝横のお堂と
倒壊寸前の灯篭

左の板石碑には大日如来と刻まれ
吉原24人若衆の建立と刻まれている

牛頸地区のホタルと
餌のカワニナの飼育現場
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一 般 質 問町政を
問う！
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  福岡県市町村議員研修会    
日時・会場：�8月3日㈪  ホテル日航福岡にて

第一部  
演　　題：議員活動に活かせるパワーハラスメント対策
　　　　　～より良い議員同士の関係に向けて～
講　　師：�（株）メンタル・リンク 

代表取締役社長・公認心理師  宮本 剛志 氏
研修目的：�ハラスメント（特にパワハラ）に対する理解を深め、議

員活動に活かす事。ハラスメントの実態・状況を知り、
ハラスメントにならないコミュニケーションの一部
を体験的に理解し、議員同士で協力しあえる議会づく
りに活かすこと。

第二部  
演　　題：インターネット上の人権侵害等
　　　　　違法・有害情報における課題と対策
講　　師：違法・有害情報相談センター  副センター長  牛腸 綾香 氏
研修目的：�インターネット上の違法な情報や違法ではないが有

害な情報を知ること。また、自分の権利を侵害する投
稿を見つけた場合の対応方法と相談窓口を知ること。

研修対象：全議員　　出席議員：全議員出席

  議会常任委員会・正副委員長研修会  
日時・会場：�7月28日㈫  13時～15時 

志免町役場  4階  委員会室にてオンライン参加
演　　題：委員会の運営について
講　　師：全国町村議会議長会  議事調査部  参与  平野  誠 氏
　　　　　研修対象：常任委員会・正副委員長
　　　　　出席議員：対象議員 全員出席

  福岡県町村議会議員研修会  
日時・会場：8月18日㈫  13時30分～15時  福岡国際会議場にて
演　　題：議員報酬の適正化について
講　　師：全国町村議会議長会  議事調査部長  松浦 貞治 氏
　　　　　研修対象：全議員
　　　　　出席議員：12名出席

  福岡県町村議会1期生議員研修会  
日時・会場：8月27日㈭  13時～15時  福岡県自治会館にて
演　　題：地方公会計の基礎的知識について
講　　師：塩塚公認会計士事務所  所長  塩塚 正康 氏
　　　　　研修対象：1期生議員5名
　　　　　出席議員：1期生議員全5名出席

　今定例会での大きな議案は、電子投票に関する条例と令和7年度決
算審査でした。
　電子投票については、公平性や安全性など、さまざまな視点から議
論が交わされました。「時期尚早」という慎重な意見もある中、賛成多
数で可決され、来年の志免町長・町議会議員選挙から導入される予定
です。「政治や選挙に関心を持ってもらうこと」「一票を投じやすい環
境をつくること」。電子投票は、そのための一つの手段だと考えてい
ます。
　令和7年度決算では、町民センター改修や小中学校体育館の空調
整備など、大きな事業が形になりました。「整備して終わり」ではなく、
その効果をしっかりと検証し、次の予算、次のまちづくりへつなげて
いく。改めて、決算審査の重要性を感じた9月定例会でした。

9月議会を振り返って

議長活動報告
　令和8年6月～令和8年8月　

議会研修報告

日　程 件　名
6月 1日 志免町食品衛生協会・飲食店組合  合同定期総会

5日 糟屋地区交通安全協会志免支部総会
13日 シニアクラブ連合会大会
14日 志免町消防団ポンプ操法大会
26日 粕屋農業協同組合総代会

7月 1日 筑紫野古賀線道路建設促進期成会
1日 福岡外環状線建設促進期成会
5日 志免町文化協会創立40周年記念式典・祝賀会
6日 多々良川水系改修事業促進協議会
6日 次期ごみ処理施設整備・運営事業に関する協定書の調印式

10日 福岡都市高速道路整備促進期成会総会

日　程 件　名
7月 23日 糟屋地区議長協議会

27日 都市計画道路志免宇美線道路建設促進期成会総会
30日 多々良川流域下水道促進協議会

8月 2日 糟屋地区ポンプ操法大会
3日 粕屋南部消防組合議会議会運営委員会

17日 福岡都市圏議長会総会
20日 粕屋南部消防組合議会
23日 第14回 しめ夏まつり
24日 教育支援センター開所式
28日 福岡地区水道企業団決算議会

議長　
丸山 卓嗣
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編　集　後　記
　9月議会閉会後、すぐに118号作成に着手しました。
　議会広報委員8人で力を合わせ、「手に取り、読みたく
なる議会だより」になるように懸命に努めています。議
会だよりは、議会を「見える化」するために大事なツー
ルです。読者である町民の皆さまに、私たちの思いは
伝わっていますか？ 感想をお寄せいただいたら嬉しい
です。� 丸山（真）

発行責任者	 議長　丸山 　卓嗣

委　員　長　荒牧 　裕樹
副 委 員 長　小森 　弘美
委　　　員　丸山 真智子　　　野中 　秀樹
　　　　　　藤瀬 　康司　　　佐藤 　貴士
　　　　　　安河内 祐子　　　稻永 　義美

議会広報常任委員会

いいね!　　志免町 志免町社会福祉協議会

志免町社会福祉協議会とは

　社会福祉協議会（以下、社協）は、地域福祉の推進を目的
とした民間団体で、各種関係機関や行政等と連携し、町内
会等を単位とした福祉活動の推進、ボランティアの養成や
支援、全世代を対象とした福祉教育の推進、福祉団体組織
化の支援、生活に困窮されている方々等の相談支援などを
行っています。

現状と課題について

　近年、つながりの希薄化が全国的な課題としてあげられ
ていますが、頼れる人がいない、困った時に相談できる相
手がいないといった方々も増えてきています。もう少し
早く相談をしてくれればと思うケースも多いため、小さい
単位のネットワークづくりを今後も進めていく必要があ
ると考えています。
　また、赤い羽根共同募金や賛助会費、寄付金は地域活動
を進めていく上での大切な財源となっています。是非、皆
さまのご理解とご協力をお願いしたいと思います。

今後の展望について
　社協の使命である地域福祉の推進に向けて、住民のライ
フスタイルや生活をしていく上での課題（ニーズ）は時代
と共に変化していきます。様々なニーズに対応していけ
るよう、地域の方々や各種関係機関とのつながりをより一
層拡げ、このまちに住んで良かったと思える住民を一人で
も増やしていきたいと思います。

議会や町に期待すること

　社協活動を進めていくためには、志免町議会と志免町役
場の力も重要な要素となりますので、是非社協の応援団と
なっていただき、一緒に「ふくしのまちづくり」を進めてい
ただけると幸いです。

議会の情報を
発信中！Instagram Facebook YouTube

生活支援に関する話し合いの様子
（成和公民館）

議会傍聴は、町民が町政に参加する機会の一つです。ぜひお越しください。議会傍聴は、町民が町政に参加する機会の一つです。ぜひお越しください。
手話通訳（要申込み）、車椅子席もあります。手話通訳（要申込み）、車椅子席もあります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。詳細は議会事務局までお問い合わせください。

お気軽に傍聴に
お越しください。

お知らせ 12月4日金予定
次回の定例会は

TEL 935-1262　FAX 935-7070
メールアドレス　gikai@town.shime.lg.jp

議会事務局は町役場4階です。

議会より
志免町の温かな地域力を未来につなげていくため、議会と
しても社協や地域の皆さまと力を合わせ、「このまちに住ん
でよかった」と感じられる福祉のまちづくりを応援してま
いります。

飯田係長飯田係長 宮本会長宮本会長 野上事務局長野上事務局長

橋本さん橋本さん

宿利係長宿利係長 一岡さん一岡さん

森主任森主任
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